
 

                  令和４年７月号（第１０１号） 

    電話：0797-71-2132／ファックス：0797-74-1430 
 最近の話題：新型コロナ感染症(第１０報) 

  ロシアがウクライナに侵攻を開始して以来４ヶ月以上が経過し、世界
中でインフレが勃発していますが、どうもこのウクライナ危機も相まっ
て世間の新型コロナに対する関心が随分と薄れてきたようです。ご承知
の様に、今年の始めからオミクロン株の感染が爆発的に増加し、身近な
ところで感染が広がりました。感染力が強く、保育所・幼稚園・小中学
校などで学級閉鎖や学年閉鎖が相次ぎましたが、重症化はあまり見られ
ず、もはや新型コロナは特別な病気ではなく、ありふれた病気となった
感があります。最近、イギリスの権威ある医学雑誌に載った論文では昨
年１１月１４日の時点、すなわちオミクロン株の最初の報告が１１月２
４日でしたので、それ以前までで世界人口の４０％以上が少なくとも１
回は新型コロナに感染したと推定されると報告されています。またアメ
リカ疾病予防管理センターは今年の２月の時点でアメリカ人の約６０％
が少なくとも１回は新型コロナに感染した可能性があるとするデータを
発表しました。 
 ゼロコロナ政策に固執する中国を除き、世界各国は新型コロナに対す
る規制を緩めています。欧米では街に人出が戻り、東南アジアでは海外
からの観光客の受け入れを始めました。 
 さて日本ではどうでしょう。このゴールデンウィークの人出の増加ぶ
りを見ると、新型コロナに対する警戒感は随分減っているようです。地
球上で２人に１人以上が既に感染経験のある病気になっているので、特
別視するものではなくなったのでしょう。このウイルスは地球上から消
えてなくなるものではありません。感染症に造詣が深い長崎大学の山本
太郎先生は、パンデミックの終息には何か決まった基準がある訳でなく
皆が終息したと思う時が終わりとなると述べられていますが、まさにそ
の通りです。今が終わりの始まり（ｔｈｅ ｂｅｇｉｎｎｉｎｇ ｏｆ
ｔｈｅ ｅｎｄ）なのでしょう。このウイルスと共存しながら、新たな 
生活を始める時期がやって来たのです。 
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４回目コロナワクチン接種 
７月１日から４回目のコロナワクチンの接種を開始致 
します。対象者は３回目接種から５ヶ月以上経過した 
①６０歳以上の方、②１８歳以上５９歳未満で、ⓐ基 
礎疾患を有する、あるいはⓑコロナ感染時の重症化リ 
スクが高いと医師が認めた方となります。宝塚市では 
６０歳以上の方には「接種券」が、１８歳から５９歳の方には「接種券 
発行の案内」が送付されます。６５歳以上の方は接種日時・場所が接種
券に記載されていますので、それに従って接種を受けて下さい。６４歳 
以下の方は、インターネット予約サイトまたは市のコールセンターで予
約を行って下さい（但し１８歳から５９歳の方は接種を受けるためには
まず市に申請して接種券を発行してもらう必要があります）。 当院では 
平日の午前・午後、土曜日の午前に接種枠を設けています。時間指定に
なっていますが厳密なものでは有りませんので、午前・午後の枠内でし
たら多少の予約時間のずれは大丈夫です。 
 
 
今年は梅雨が記録的に短く、６月下旬には連日猛暑日と 
なっています。新聞報道でもありましたが、マスクをし 
ながら体育の授業を受けていた子供達が大勢熱中症で倒 
れていますので、皆様もお気を付け下さい。熱中症は気 
温が高い時や激しい運動で体にたくさんの熱が生じる時 
に起こり易いのですが、時には家の中でじっとしていて 
も起こることがあり、油断は大敵です。熱中症を防ぐために、しっかり
と水分を摂り、クーラーを積極的に使い、暑さを避ける様に工夫して下
さい。人込みでなければマスクも外す様にしましょう。 
 
 
       

熱中症に気を付けて！ 

【編集後記】 
 最初に中国で新型コロナが報告されてから早  
 ２年半が経過しました。変異を繰り返しなが  
 らウイルスは弱毒化しており、世界はコロナ 
 後に舵を切っています。慣れたマスクを外す  
 ことには躊躇しますが、新しい一歩を踏み出  
 しましょう。 
            院長   合田 潔 



 

                令和３年１０月号（第１０２号） 

    電話：0797-71-2132／ファックス：0797-74-1430 
 最近の話題：新型コロナ感染症(第１１報) 
当新聞の前号（第１０１号）で新型コロナウイルス 
によるパンデッミクが「終わりの始まり」であると 
述べましたが、間が悪いことに、刊行直後より国内 
でいわゆる第７波による爆発的な感染拡大が起こり 
ました。今年の始めからの第６波も爆発的と表現さ 
れましたが、第７波はその比ではなく、あえて言う 
ならば「大爆発」とでも言えるものでした。なにし 
ろ第６波までの新型コロナ感染者数が累計約１０００万人であったのに 
対し、第７波では２ケ月足らずの間に更に約１０００万人の方が感染し 
たからです。当院でも兵庫県庁よりの要請で発熱外来を拡充し、抗原検 
査を積極的に行いました。２ヶ月で１５０人程の発熱の方の検査を行い、 
ほぼ８割の方が新型コロナ陽性となりました。年齢分布も幅広く、子供 
や若年者から８０～９０歳以上の高齢者の感染も見られました。４回ワ 
クチン接種をされた方でも感染が見られ、オミクロンＢＡ５株の感染力 
の高さは驚異的と言えるものでした。ただし確かに感染者は多いのです 
が重症者は少なく、当院では９６歳で感染された方もいらっしゃいまし 
たが、全員軽症で、入院はもちろん酸素が必要な方もいらっしゃいませ 
んでした。せいぜい少量の解熱剤の処方で皆様回復されています。やは 
り新型コロナは普通の病気になりつつあると思われます。９月１５日に 
は世界保健機関（ＷＨＯ）のテドロス事務局長が、世界全体の新型コロ 
ナによる死者数が２年半ぶりの低い水準になっていることより、パンデ 
ミックは「終わりが視野に入ってきた」と述べています。日本は現在 G 
７で唯一入国者数を制限していますが、１０月からは制限を撤廃する見 
込みです。また日本入国前に必要であった検査証明書もワクチン３回接 
種済みの方は既に不要になっています。このように新型コロナはおそら 
くは第８波も来るでしょうが、ますます普通の風邪（インフルエンザ） 
に近くなってくると思われますので、恐れすぎないようにして下さい。 
りの低い酸い 
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インフルエンザワクチンのお知らせ 
１０月１日（土）からインフルエンザワクチンの 
接種を開始致します。当院では５歳以上の方を対 
象としています。６５歳以上、あるいは６０歳以 
上で特定の疾患のある宝塚市民の方は１５００円 
で接種可能です。また近隣市の方も市役所で証明 
書を発行してもらって来て頂ければ１５００円で 
接種が可能です。なお一般の方の任意接種の料金 
は下表の通りとなっています。在庫次第となりますが予約は不要です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
オミクロン対応の新型コロナワクチンの接種を行います。このワクチン 
は従来のワクチンにオミクロンＢＡ１株に対するｍＲＮＡを加えた２価
ワクチンで、オミクロン株に対してより有効な免疫を誘導するとされて 
います。ワクチン自体は新型ですが、安全性は従来のものと同等とのこ 
とです。宝塚市では６５歳以上の方は４回目接種と同じ接種場所で行う 
こととし、市から接種場所・日時が記された接種券が届きますので郵便
物を確認するようにして下さい。現時点においては前回接種から５ヶ月
の間隔を空けることとなっています。６４歳以下の方に関してはワクチ
ン供給量が限られていることより全て集団接種となります。９月末に市
より接種券が発送されます。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【編集後記】 
 日本の新型コロナは感染者数こそ多かったも  
 のの重症化は少なくなっており、普通の病気 
 に近づいて来ています。今しばらくはマスク 
 とワクチンが必要でしょうが、終わりが見え 
 てきました。ゴールは間近です。 
  
            院長   合田 潔 

オミクロン対応新型コロナワクチンのお知らせ 



 

                令和５年１月号（第１０３号） 

    電話：0797-71-2132／ファックス：0797-74-1430 
 最近の話題：新型コロナ感染症(第１２報) 
令和４年９月末より新型コロナ感染者の全数把握が簡略化されました。
以前は感染された方の詳細な情報を１人ずつ保健所に報告しなければな 
りませんでしたが、現在は①６５歳以上の方、②入院を要する方、③重
症化リスクがあり、新型コロナ治療薬や酸素投与の必要があると医師が 
判断する方、④妊婦の方に限られています。第７波では非常に多くの方
が新型コロナに感染されましたが、大部分は極めて軽症で、医療機関も 
保健所も膨大な事務作業に追われ、本来必要とされる方へのフォローが
十分にできなかった事を反省したものです。年末から再び新型コロナに
感染される方が増えてきていますが、相変わらず殆どの方が軽症です。
感染された方でも、上記に当てはまらない場合には、保健所へ連絡は致
しませんので、保健所からの問い合わせや指示はありません。兵庫県で
は届出対象外の方の為に「兵庫県陽性者登録支援センター」を設置して
いますので（右下ＱＲコード参照）ご自分の情報を登録して、ご自身で 
健康観察・自宅療養をして頂く事になります。原則的には自宅療養中は
医療機関を受診する必要はありませんが、症状が悪化している場合には
医療機関に連絡して頂いて構いませんし、意識がおかしい・呼吸が苦し
いといった急を要する場合にはもちろん救急要請をして頂いても構いま
せん。新型コロナに対しての扱いは以前に比べ随分と受容されてきてい
ますが、ウイルスが弱毒化した反面、感染力は増大しており、気を付け
て生活をしていてもいつどこで感染するか判りません。現時点では新型
コロナの感染が判明すると依然として１週間の自宅待機が必要とされて
いますので、仕事や学校に行く事はできず、大きな行動制限を強いられ
ます。できるだけ罹らないに越した事はありませんので、 
是非ともオミクロン株対応ワクチンを接種しましょう。こ 
のワクチンは重症化予防効果だけではなく感染防止効果も 
高いと思われますので有効です、またインフルエンザも流 
行し出していますのでこちらもワクチンを受けましょう。 
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オミクロン株対応ワクチン接種 
宝塚市では昨年１２月１日より６５歳以上の方に対 
するオミクロン株対応ワクチンの個別接種が開始さ 
れました。当初はＢＡ１対応型ワクチンを使用する 
予定でしたが、より有効性が高いと考えられるＢＡ 
４・５対応型ワクチンの供給量が増えた事により、 
高齢者に対しては全てＢＡ４・５対応型ワクチンを使用しています。宝 
塚市ではあらかじめ接種日時・場所を記載した接種券を送付しています 
ので各医療機関ではそれに基づいてワクチン接種を行っています。当院
では１２月に５００名近くの高齢者の方のワクチン接種を終えました。
１２月中旬より第８波が拡大しつつありますので辛うじて間に合ったか
どうかという所ではありますが、相当に効力が高いワクチンですので、
高齢者以外の方も是非接種を受ける様にされたらいいかと思われます。 
 
 
今シーズンはコロナ禍になって初めてインフルエンザも流行し出してい 
ます。発熱した場合、新型コロナかインフルエンザかの鑑別は症状から 
だけでは困難ですが、当院では発熱外来で可能な限り新型コロナ・イン
フルエンザ同時測定抗原検査を行っています。発熱外来は午前診・午後
診終了前の３０分をあてています。院内感染を防止する為に完全予約制
としており、来院された方には玄関外で待機して頂 
きます。特殊なマスク・フェイスガード・手袋を装 
着してから短時間だけ院内に入って頂き、問診・抗 
原検査を行い、屋外で結果の説明を行います。抗原 
検査はＰＣＲ検査より若干精度は落ちますが、その 
場で結果が出るので非常に有用と考えています。 
        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【編集後記】 
 皆様、明けましておめでとうございます。今  
 年もどうか宜しくお願い申し上げます。新型 
 コロナ禍も早３年を越えました。侮る訳には   
 いきませんがウイルスと上手に付き合って、 
 今年は是非とも明るい１年になって欲しいも 
 のです。                     
            院長   合田 潔 

発熱外来 



 

                令和５年４月号（第１０４号） 

    電話：0797-71-2132／ファックス：0797-74-1430 
 最近の話題：帯状疱疹 
最近、帯状疱疹についてテレビなどでよく取り上げられてい 
るようで、特にワクチンについて関心を持たれている方が大 
勢いらっしゃいます。帯状疱疹はヘルペスとも言われますが 
水疱瘡のウイルスが原因です。多くの人が子供の時に水疱瘡 
に罹りますが、水疱瘡が治った後も、ウイルスは体内の神経 
節に潜んでいます。通常は何ら症状を起こしませんが、過労やストレス 
などで免疫力が低下すると、ウイルスが再び活性化し、帯状疱疹を発症 
します。最初はピリピリした神経痛が生じますが、この段階では診断が 
困難な場合も珍しくありません。しばらくして痛みの部位に赤い斑点と 
水疱が密集して帯状に生じ、診断が確定します。帯状疱疹の特徴は体の 
半身にのみ生じる点で、両側に症状がある場合には別の疾患であると考 
えられます。神経節に潜んでいるウイルスが再活性化して神経に炎症を 
起こし痛みが生じますが、胸部や上下肢以外にしばしば顔面にも生じま 
す。顔面の場合には角膜炎や顔面神経麻痺、難聴などの合併症が起こる 
場合があり注意が必要です。通常は皮膚の症状の改善に伴い神経痛も軽 
減していきますが、中には頑固な神経痛が長く続く場合があり、帯状疱 
疹後神経痛（ＰＨＮ）と呼ばれています。ＰＨＮは「焼けつけるような」 
持続性の痛みや「ズキンズキンとする」痛みが特徴で５０歳以上の帯状 
疱疹を発症した方の２割程度がなると言われています。帯状疱疹と診断 
がついた場合には早期治療によってＰＨＮになりにくくなるとも言われ 
ており、出来るだけ早く抗ウイルス薬を用います。以前は点滴の治療薬 
しかなく入院治療が必要でしたが、現在では内服薬で治療が可能となっ
ています。但し、顔面の帯状疱疹に関しては合併症が懸念されますので 
            入院する場合もあります。最近はワクチンが 
            発売され、当院でも使用しています。比較的 
            高価ではありますが非常に有効ですので、ご    
            希望の方はお問い合わせ下さい。  
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健診・検診開始 
４月より令和 5年度の健診・検診が始まります。 
当院では宝塚市国民健康保険特定健康診査（メタ 
ボ健診）と高齢者の方の宝塚市後期高齢者健康診 
査を行います。対象の方には宝塚市より案内状が 
届きますのでお持ち下さい。また肺がん検診・大腸がん検診・肝炎ウイ
ルス検診・前立腺がん検診も行いますので合わせて受診下さい。コロナ
禍で健診・検診を受けられなかった方も大勢いらっしゃるでしょう。ポ
ストコロナの時代、ご自分の健康はご自分で管理して、早期発見・早期
治療で健やかに過ごしましょう！ 
 
 
４月よりマイナンバーカードを利用したオンライン資格 
確認が、原則、全ての医療機関で導入されます。これは 
マイナンバーカードを健康保険証として登録した場合に 
医療機関の窓口に設置してある顔認証リーダーという器 
械を使って本人であることを確認するもので、従来の紙の健康保険証に 
変わるものとなります。当院でも昨年から準備を進めておりましたが、
全国一斉での変更のため、担当しているＮＴＴの作業が追いつかず４月 
１日には残念ながら間に合いません。ご迷惑をおかけ致しますが、現在 
鋭意進めておりますのでご了承下さい。 
 
 
５月８日より６５歳以上の高齢者・６４歳以下の高リスク者に対する２
回目のオミクロンワクチン接種が開始されます。当院でも引き続き６５ 
歳以上の高齢者のワクチン接種を行います。従来通り接種時間・日時が
記された接種券が届きますのでご確認下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【編集後記】 
 この冬はインフルエンザと同時に新型コロナ 
 が流行しましたが、重症者はほぼいませんで  
 した。マスク着用も個人に委ねられ（医療機 
 関内は推奨ですが）、５月からはインフルエン 
 ザとほぼ同じ扱いになります。ようやくパン 
 デミックは終わりを告げました。                
            院長   合田 潔 

オンライン資格確認に関して 

２回目オミクロンワクチン接種 
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    電話：0797-71-2132／ファックス：0797-74-1430 
 最近の話題：かかりつけ医 
皆さん、かかりつけ医を持っていますか？最近、にわ 
かに新聞やテレビでかかりつけ医という言葉が出てく 
るようになりました。いったいかかりつけ医とはどう 
いう医師なのでしょうか？実はかかりつけ医には明確 
な定義はありません。広辞苑には「かかりつけ（掛かり付け）」について 
「病気などでいつも特定の医師や病院にかかっていること」とあり、「掛 
かる」については「頼る。頼む。世話になる。」とあります。ですからか
かりつけ医は「病気などの時にいつも世話になっている特定の医師や病
院」ということになるかと思われます。日本医師会では「健康に関する
ことを何でも相談できる上、最新の医療情報を熟知して、必要な時には
専門医、専門医療機関を紹介してくれる、身近で頼りになる地域医療、
保健、福祉を担う総合的な能力を有する医師」と定義しており、厚生労
働省のホームページにも引用されています。日本でこのような医師に相
当するのは開業医です。多くの開業医、特に医師会に所属する医師は地
域の中で互いに連携しており、顔の見える関係を築いています。継続し
て来られている患者さんのことは熟知しており、その方の病気のみなら
ず、性格や生活習慣、また家族のことも把握しています。普段の診療や
健診・検診、健康相談など自分でできることはもちろん自分で行い、よ
り専門的な診療が必要な場合には地域の医師や病院の得意分野がわかっ
ていますので適切な紹介をすることができます。また多くの開業医は学
校の検診や介護保険認定審査など自院での診療以外にも様々な業務を行
っており、行政に協力して地域の保健、福祉に貢献しています。海外で
はかかりつけ医としてＧＰ（ジェネラル・プラクティショナー）と呼ば
れる医師を選んで登録しなければならないなど制限が厳しいことが多い
ですが、日本の医療環境には馴染みません。日本ではかかりつけ医は一
人でなくても構いませんし、診療科の制限もありません。まずは相性の
いい医師をみつけることから始めましょう。 

    https://www.godageka.jp 



 

 

熱中症にご注意を！ 
今年の夏の気温は全国的に平年より高く、暑い夏になるよ 
うです。７月中旬から８月初旬にかけて暑さのピークを迎 
え、西日本や沖縄を中心に猛暑になると見込まれています。 
この時期、気を付けなければならないのが熱中症です。熱 
中症は気温が高い時や激しい運動で体にたくさんの熱が発 
生した時に起こり易いのですが、時には家の中でじっとしていても起こ
ることがあり、油断は大敵です。熱中症を防ぐために、しっかりと水分
を摂り、クーラーを積極的に使い、暑さを避ける工夫をして下さい。 
 
 
遅れていましたマイナンバーカードを利用したオンライ 
ン資格確認が、当院でもようやく使えるようになりまし 
た。マイナンバーカードを健康保険証として登録されて 
いる方は、窓口に設置してある顔認証リーダーという器械を使って本人
であることを確認することができ、従来の紙の健康保険証の代わりとな
ります。確かに便利ではありますが、トラブルも連日報道されており、
従来通りの健康保険証も当面は問題なく使えますので、ご心配なさらな
いようにして下さい。 
 
 
当院では５月より高齢者の方の６回目の新型コロナワクチン接種を開始
し、６月中旬にはトラブルなく無事に完了致しました。現行の公費負担
による無料のワクチンは、９月からの７回目接種で終了となり、来年か
らは自己負担金が必要になるようです。７回目のワクチンは現在流行し
ているＸＢＢ株に対するもので、重症化予防だけではなく、感染予防も
期待できますので、高齢の方・持病のある方は是非受けて下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【編集後記】 
 ５月から新型コロナ感染症は５類感染症とな 
 り、インフルエンザ並みの扱いとなりました。 
 感染した場合や濃厚接触者も法的には隔離の 
 必要はなくなりましたが、ウイルスが消えた 
 訳ではありませんし、感染して高熱がでるの 
 も嫌なので、油断しすぎないように。       
            院長   合田 潔 

オンライン資格確認開始 

オミクロンワクチン接種 


